
2022年 北海道視察報告

函館 御殿山第一砲台の観光資源化の可能性

ガバナンス5期
中井 暁典



函館要塞（御殿山第一砲台）

1895年、日清戦争終結後、日露戦争を想定し函館湾と
津軽海峡の防衛強化を目的に４年ほどかけて、大小5箇所
の砲台が建設された軍事施設

・御殿山第一砲台
・御殿山第二砲台
・立待岬堡塁跡
・薬師山砲台
・千畳敷砲台

2001年に「函館山と砲台跡」として北海道遺産に選定
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日本に現存する類似施設



葦谷（あしだに）砲台跡
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訪れるための難易度が高い

google maps



芸予（げいよ）要塞
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訪れるための難易度が高い

google maps



由良要塞・友ヶ島砲台
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訪れるための難易度が高い

google maps



猿島砲台跡
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google maps



猿島砲台跡
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年間15万人が訪れている

写真提供：ぐるたび

→ 比較的立地が良い



函館要塞
御殿山第一砲台・御殿山第二砲台
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函館要塞 御殿山第一砲台

google maps
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移動手段は
・ロープウェイ
・バス、乗用車
・徒歩（登山）

第一砲台

第二砲台
google maps



函館山ロープウェイ
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2019年度（4月－3月）年間搭乗者数 159万1千人（延べ人員）
うち、団体利用客数 54万1千7百人（修学旅行・団体旅行客）

ロープウェイの利用だけで年間約84万7千人が函館山を訪れている

往復の場合2人と集計
（片道比率６～7%）

山頂駅

第一砲台入口

→山頂駅からも駐車場からも至近

駐車場

（猿島は年間15万人）

その他、観光バス、タクシー、自家用車、登山客が加わる

参考値提供：函館山ロープウェイ株式会社
google maps



御殿山第一砲台内部
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御殿山第二砲台

第一砲台

第二砲台
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徒歩約4,5分
google maps



御殿山第二砲台
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御殿山第二砲台から徒歩で下山するルート

（約34分）
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Yahoo!地図



既知の情報と視察により得た情報のまとめ

・第一砲台から第二砲台までの距離が徒歩圏内である
（バスで1,2分、徒歩でも4,5分）

・屋外が中心の施設であるため、凍害等の劣化度合いが高く、立ち入ることが
難しい場所もあるが、砲台跡等、経年劣化の影響が少ない施設については、
今後も現在の保存状態のまま見学が可能

御殿山第一砲台

・利用客数の多い函館山展望台、ロープウェイ乗り場から至近である

・内部に至るまでの高揚感や保存状態の良い内部構造など、観光資源化の要素が
見受けられた

・上階にある展望台等の建設時の土砂などが捨てられている（落書きもあり）

・屋内施設であり、堅牢性が高いと評価されている

御殿山第二砲台
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御殿山第一砲台の観光資源化の検討
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函館山ロープウェイ 種 別 往 復 片 道

普通運賃
大 人 1,500円 1,000円
小 人 700円 500円

団体運賃
（１５名以上）

大 人 1,350円 900円
小 人 650円 450円

修学旅行

高校生 700円 400円

中学生 600円 300円
小学生 400円 200円

横須賀市民以外 横須賀市民
大人 中学生 小学生 大人 中学生 小学生

往復乗船料＋入園料 2,000円 1,750円 1,000円 1,000円 800円 500円

大人（中学生以上）

猿島公園入園料／乗船料

函館要塞見学券付 往復

2,000円
1,200円
1,850円
1,150円
1,200円

1,100円
900円

見学券を付けても類似施設と同等

500円で算出

御殿山第一砲台を一般開放した場合の見込客数と料金設定

年間
利用客数

想定
見学率

見学料金想定額

300円 500円 700円

個人往復客 472,943人 10% 14,188,290円 23,647,150円 33,106,010円

個人片道客 103,415人 20% 6,204,900円 10,341,500円 14,478,100円

団体往復客 270,850人 50% 40,627,500円 67,712,500円 94,797,500円

要塞見学客数（年間） 203,402人 61,020,690円 101,701,150円 142,381,610円

年間想定回収金額
※ロープウェイのみで計算
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営業体系

＜営業時間＞
ロープウェイの利用時間（10:00～22:00）に合わせる

＜業務時間＞
9:30～22:30（年中無休）

＜体制＞
2名常駐（うち1名は社員）

回数 案内時間

1 10:00

2 10:30

3 11:00

4 11:30

5 12:00

6 12:30

7 13:00

8 13:30

9 14:00

10 14:30

11 15:00

12 15:30

13 16:00

14 16:30

15 17:00

16 17:30

17 18:00

18 18:30

19 19:00

20 19:30

21 20:00

22 20:30

23 21:00

24 21:30

ガイド付き
所要時間（20分）

1)社員
朝番 09:30～18:30（実働8時間、休憩1時間）
遅番 13:30～22:30（実働8時間、休憩1時間）

2)アルバイト
朝番 09:30～13:30（4時間勤務）
遅番 18:30～22:30（4時間勤務）

御殿山第一砲台を一般開放した場合の運営イメージ
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＜必要社員数＞
１） 1日に朝番、遅番で2名×30日＝60回出勤を必要とする
２） 1人1ヶ月20営業日出勤のため 60÷20＝3（人）
休暇等を考慮すると、運営するには社員を最低4人確保する必要がある。

アルバイトは、1日4時間を2回×30日＝60回 人数にこだわりはない

＜函館市平均年収（正社員）＞

平均年収：314万円

平均年収
出典：求人ボックス給与ナビ
記載の金額は2022年9月に求人ボックス上で掲載されていた求人情報から算出した給料情報

＜北海道の最低賃金（時給）＞

920円 ※令和4年10月1日から

年間想定勤務体系

正社員

314万円 400万円 450万円

アルバイト

920円 ¥16,125,600 ¥19,737,600 ¥21,837,600

1,000円 ¥16,356,000 ¥19,968,000 ¥22,068,000

1,100円 ¥16,644,000 ¥20,256,000 ¥22,356,000

正社員 ： 退職金等引当金5%/年
アルバイト ： 8人と仮定し、交通費3,000円/月を含む

年間約2,000万円の人件費

御殿山第一砲台を一般開放した場合の運営イメージ

正社員（年収）、アルバイト（時給）表記
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残りの8,500万円/年を初期投資分の回収や維持管理費に充当

年間
利用客数

想定
見学率

見学料金想定額

500円

個人往復客 472,943人 10% 23,647,150円

個人片道客 103,415人 20% 10,341,500円

団体往復客 270,850人 50% 67,712,500円

要塞見学客数（年間） 203,402人 101,701,150円

▼年間想定回収金額
※ロープウェイ客のみで計算

正社員

400万円

アルバイト 1,000円 19,968,000円

▼年間想定人件費

▼ロープウェイ会社への手数料
売上の5%＝5,100,000円

御殿山第一砲台を一般開放した場合の収支イメージ

ここに観光バス、タクシー、自家用車等の観光客数が加わる
→ 観光バス＝団体客であるため集客が見込まれる

事業として成立する可能性が推察される



以上


